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スウェーデンの住宅政策及び住環境計画（I ) 
-Gusta vs bergの変遷と高齢者住生活環境の整備－
小川信子（北方園生活福祉研究所）
抄録
Gustavsberg市は，現在約15,000人の人口規模である。ここは，陶器の製造産業を主産業と
して発展したところであるが，かつての生産の担い手は高齢となり，第一線から引退している。
また陶器も手工業から機械生産へと移り，街からは，かつての活気が失われ，人口は極度に減
少してしまった。
当市では，現在の環境を維持しつつ，かつて働いていた人々が住み続けられるように，さら
には，この地から出て行った人々が帰れるよう，住み易い住居を提供し，安心して住み続けら
れるような環境を作ることを計画した。
ひとつの中心となる建物は“FARST A SLOTT”と云い， 1658年に建築されたもので，後
に火災に遭ったが， 1945年まで、個人の城だ、った。その後使わずに放置されていたが， 1982年の
調査の後に修理Lて保存するべきと評価されて，再生計画がおこなわれた。そして，シニアハ
ウスとして生れ変わった。
Gustavsberg市は，この建物を核として，高齢者用のケアハウスを計画し，街の中に年金者
用の住宅を計画するなど，高齢者が自立した生活ができるように環境を整備し、住民が住み易
いように開発している。歴史的，文化的環境の保存と発展の現状をとらえた。
キーワード：歴史，環境の保存，高齢者住居
はじめに
GUST A VSBERGに最初に訪れたのは， 1986年のこと
であった。 STOCKHOLMから， 1時間以内で行ける風
光明捕な場所であるが，そこは，陶器産業発祥の地であ
り，現在も美しい陶器を製作している工場と陶器博物館
のある魅力的なまちである。
さらに，そこは，工場創立の時から現在まで，時代を
追って建設された，住居及び諸施設があり，まちの成立
過程が解かるような姿を残しながら，今なおそれらの建
物は使い続けられているという。 STOCKHOLM市内と
は異なった意味での，歴史を感じさせるまちの雰囲気が
あり非常に印象深かった。中でも、海岸沿いに，バロッ
ク様式の美しい館が建っていたが，往時の美しさを想像
できるものの，居住者がいる様子もなく，扉は固くとざ
され，荒れ放題であり，庭や並木はかつての面影はなく，
草が生い茂っていて荒廃した城という風情であった。
その後（約10年後）再訪した時，まちの雰囲気が変化
していた。並木は生き生きと，舘は美しく，廻りの環境
も明るく匙っていた。そしてその舘は，シニアハウスと
として使われると同時に，それを中心にして高齢者の為
の生活環境が整備されているのを知って， GUSTAVS-
BERGのまちの成立過程と変還に興味を持った。
その興味は，日本における過疎地域の状況とそこで生
活している高齢者がおかれている生活環境の問題と重
なったのである。
1986年から1987年にかけて，王立工科大学で研究員と
して経験したことを基礎に， GUSTA VSBERGでの高齢
者の生活環境について学びたいと思った。 1999年夏の調
査の時， GUSTA VSBERG市の図書館の中から，貴重な
文献を抽出することができた。
①Edla Sofia Arvidsson”MANNISKOR OCH 
HUS I GUST A VSBERG”Bohuslaningens 
Boktryckeri A. B 1990. 
②Edla Sofia Arvidsson”GUST A VSBERGS PORS-
LINSFABRIK”Almqvist & Wikell Tryckeri 
uppsala 1997. 
③Varmdo Kommun”GUST A VSBERG BEV ARANDE 
PLAN 1982”Kulturforvaltningen Stadsarkite-
kontororet 1982. 
以上の文献の①②の著者である。 EdlaSofia Arvids-
sonが， GUSTA VSBERGで働いてその後，この地に住
み続けその状況を本にまとめるまでのことを直接聞く機
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会に恵まれ，私の研究にとって非常に貴重な体験と資料
を得ること治宝できた。
本報告は，③の調査報告書を元にして，観察調査を行っ
た場所を中心に資料をまとめ，今後の調査研究につなげ
るものとした。
また，本研究は，スウェーデンの住宅政策及び住環境
計画 (I）に続くものであり， GUSTA VSBERG市の成
立過程を明らかにしながら，歴史的，文化的環境を保存
している現状をとらえた。
註 人名および地名に関しては，原文のままとする。
Il GUST A VSBERGの創設
Farsta Vikはセラミックの伝統があり，現在の工場
は， 1640年代の中頃に創設した。それは今の陶器工場の
ある場所である。この工場は， GustavGabrielson Ox-
enstiernaとMariaDe La Gardieによってはじめられた。
この工場の敷地には， 10軒位の屋敷（農家）があり，
Gustavが父親から貰った財産と王様の所有する，
Vaster Losaと交換したものである。そして煉瓦工場と
して発足し，領主がおさめた。煉瓦は大変有名になって，
StockholmのSodraMalmarnaの建物に使うようになっ
た。
Mariaは，1648年に主人が死去した後，主人を記念し
て， FarstaからGustavs bergと地名を変更した。ここは，
色々と持ち主は変化したが，1821年にStockholmの商人，
J. Herman Ohmanとその母親が入手した。Hermanの
夢は，陶器工場を作ることであったが，陶器の作り方は
知らなかったので，陶器の作り方を， ドイツ人のFred-
rik Rohdeに依頼した。1825年に陶器工場ができ，陶工
の住む黄色い家が1826年に建設された。1827年には住居
と事務所が出来ていた。
しかしHermanの工場は経済状態が悪くなり，これは
非常に残念なことであったが1829年に工場を止めた。
Fredrikは努力を続けたが， 1839年にイギリス人が，イ
ギリス風に陶器を作りはじめたので，ドイツ人の彼は止
めてしまった。
工場の経営者が変わり続けて操業を行ったので，経済
状態も良くなって新しい建物が建設された。1870年に，
GrindstugatanとVarmdOgatanの建物を建設し，医師
の家をフランス風に建てた。
牧草地に太陽がふりそそぐ，高い正には伝染病患者の
ための病院などを建設した。また300～ 900人のための
新しい家を作り，社会施設を計画した。1880年になって
Eked elに教会と一番目の学校・説教師の家， Marieberg 
南の正に，店舗，労働者の住居，緑の城，労働者の公園
の中に組合の建物を作り，会社を建てた。
Mariagatanに，1890年と1898年に，経営者の事務所，
郵便局，電話局，ボートに乗る来客のための待合室，旅
行者のための最上級の家を作った。またFarstaに美しい
建物を建設して “城”とした。工場主の邸宅は職務上，
客をもてなすにふさわしいものであった。ここにはGus-
tav五世が大角鹿の狩猟の為に来訪された。
1901年にキリスト教の布教のために教会をつくり，寄
付をした。1906年にはパプテスト教会，学校，発電所，
生活施設を建設し， Ekedalに小学校を，ねこの島に発
電所を，海岸の小屋や道を作り，さらに森の住居，手工
芸の学校，建物修理のための作業場などを作った。
1911年には， AxelOdelbergとVictorOdelbergは海
岸の入江の建物であるFarstavikに移った。さらに1924
年に増築した。
この時代には陶器産業は競争がはげしくなり，外国か
らの影響があったので個人的な企業としては経営がむづ
かしくなり， 1937年に株券を生活協同組合に移した。そ
して，若い有能なHjalmarOlsonの下で、Gustavs bergは
発展して大規模になった。社会の変化につれて，歴史の
流れの中で，此の地域は様々な変革をとげて来たのであ
るが，拡大した陶器産業も1990年代になって再度変貌し
つつある。
I GUST A VSBERG保存計画1982年
VARMDO市，都市建築の文化行政部が，調査研究を
行った報告書によって，GUSTA VSBERGは非常に重要
な地域であることを確認することができた。
以下にその地域の保存計画について概要を述べること
にする。
l .保存計画の説明
当地域の歴史的重要性を判断するための基礎を作成す
るにあたって，従来までの考え方を基にしながらおこ
なった。かつては建築文化的な判断は， 1戸の家につい
て判断したが，現在は環境もふくめて，文化的，歴史的
な判断をおこなう。判断するにあたっては，国，地域，
と場所などを考えに入れてみなければならない。文化的
な建物として興味深く，重要性があるものかどうかを検
討した結果，現存している建物のうち， 1974年において
は保存すべきものが12ケ所あった。12ケ所のうち， 4ケ
所は環境を保存することであった。
従来の法律を当てはめて環境を保存するのは，むづか
しい，法律に関連して検討する前に，いろいろな視点か
ら意見を出して話し合う必要があった。法律には， l戸
の建物を保存することに関しては基準があるが，文化的
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に保存する基準を決めるのは困難で、あり，重要な建造物
がないところには，残したい環境も全部無くなってしま
うという状態であった。
そこで新しい分類の仕方を試みることにした。
① 大変に重要
市の中で，法律的に認められる。今まで、の原形が残っ
ている状態，伝統的なものが残っている状態を判断する。
②重要
原形が少し崩れていても良い。1戸では文化的な価値
がなくても環境の中で良く調和しているもの，それに将
来建て直すとしたら，元のようになる可能性のあるもの。
文化的に重要という言葉の意味について
① 経験，印象深い思い出などの価値。誰かが，その
建物及び環境に関して，締麗とか心に響く，又はアイデ
ンテイテイを感じるなど，精神的に影響を与えるもの。
② 情報などを通して，建物を見て，この町の発達の
過程と意味を見い出せること。
以上の点を検討しつつこの調査はまとめである。検討
項目は以下の通りである。
①FASTIGHET （不動産）
②AD RESS （住所）
③HISTORIK （歴史）
④HUSEN IDAG （現状）
・ ANT AL PLAN /HUS （住居平面）
・ KALLARE （地下室）
・ ANT AL LAGENHETER/HUS （住居の数）
・ BYGGNADS STOMME （構造）
⑤YTTRE MILJO （外部環境）
⑥KUL TURHISTORISK BEDOMNING （歴史的・文
化的評価）
⑦RIKTLINJER FOR FRAMTIDA FORANDINGAR 
（将来より良くするための変更）
以上の検討項目について， 10地域を対象に調査した結
果を報告書の中から抜粋して述べることにする。
2. G円INDSTUGATAN
① 不動産 Okedal 1:43 Osby 1:1 
② 住所 Nr 1,3,5,7,9.11,13.2,4,6,8,10番
③ 歴史
建設年 1871～73 
建築家 MAGNUS ISAEUS 
これらの家は工場で働く人々が，気持ちよく住めるよ
うに作られた。12戸の建物が作られているが，これは 1
住戸づつではなくて， 1戸に 4住戸があって，各々に台
所，ガラス張りのカバーベランダがある。1873年に建て
られたものには，屋根裏部屋がある。スタイルは，細工
-80 
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図3 Grindstugatan 
がほどこされている。
④現状
－平面，室の数など 1室例外は 3,7,13,2
・地下室 無し 3,7,4 
－住居の数 2戸例外は 7,4,2
・構造 木造
－改造する 1950年（外部と内部）
1950年代に建て直す。ガラスのベランダを浴室にした。
半分位直しである。窓，煙突，ベランダはコンクリート
に変更した。3番目の家は， 1949年に火災にあったが囲
りの雰囲気に合わせて建て直した。13番目は， 1909年に
増築した。7番目は後から建設されたものである。
2部屋と台所と屋根裏部屋を作り54平方米となる。3
番目は，68平方米で増築して 110平方米となる。7番目
は， 150平方米， 13番目は，160平方米で， 88平方米は借
室である。
⑤ 外部環境
道は南で、Skargardsvagenとぶつかり，居住者のみが
使用している。車を留められるように，ガレージを作っ
た。道はアスフアルト仕上げになっているが，並木通り
で豊かな緑があり，各家の庭には花壇が作られている。
裏庭には，小屋があって，暖炉用の薪が貯えられるよう
になっている。
⑥歴史的・文化的評価
重要で保存する価値がある。ここは一番古く，建物の
デザインも保存されているので，特別保存を必要とする。
⑦ 将来より良くするための変更
これから新築はしない。もし建て替えるとしたらスタ
イルを変えないように，一番貴重なのは道路に面してい
るファサードである。直す時には，ファサードを建設当
初の状態にする。塗料もファルーン ・レッドを使うよう
にする。断熱材を入れる。
ガレージは、家の周りには付けないで，出来れば近く
に雰囲気に合うようなガレージを作る。
庭にある小屋および，プランタンもそのままに保存す
る。道の幅や並木も現状を維持するが，黒色アスフアル
トは，薄目の色に変更した方がよい。将来は，この通り
に外部からの車の通過を止めて，住民のみの使用に限定
する。
3. F円ANSKABYGGENA 
図4 Franska Byggena 
① 不動産 Ostva Ekedal 1:43 
② 住所 Skargardsvagen 1. 10, 12 
①歴史
建設年 1873～75 
平面図は，フランスの建築様式であり，フアースター
ピッケンの北方に建てられた。その建物は， L字型をし
ており， 一方は一階半，他方は2階建になっている。外
壁は赤レンガで仕上げている。窓は両聞きで，窓枠は茶
色の木製である。屋根勾配は緩く，フランス瓦で仕上げ
ている。それぞれの棟に煙突がある。
④ 現状
・平面 1すと 2階建
－地下室 部分的にある
－住居の数 1番は交番が入った2階建のア
パ トー，10番は，地階に1室あり90平方米，下階に2室
と台所があって50平方米で，上階は， l室で17平方米で
ある。12番は，下階は2室と台所のある住居が2戸あり，
上階は，1室と台所で44平方米と，1室で17平方米のが
-81 
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ある0
・構造 煉瓦造
・改造 家の外観は変化していないが，外
の扉が変わり，玄関に階段がある。徐々に近代的になっ
ている。セントラルヒーティングである。
⑤外部環境
湖に面していて，庭に果物の樹がある。南側の木造
小屋は便所である。警察の庭は狭く，道が広い。1910年
に建てられた “Villa”は，工場の社長住居になっている。
⑥歴史的・文化的評価
フランス様式の家は， Gustavsbergの環境に特徴を
与えて典型となった。
⑦ 将来よ り良くするための変更
フランス建築様式を生かす。建直しをするとしたら，
アパートの外観は変化させないようにする。出入口の階
段と扉は変更しでもよいが，できるだけ変えないように
する。
“Villa”は記念碑的な価値があり，前面に公園があ
るなど，此の町の雰囲気作りに重要なので外観は保存し
た方がよい。
“Skargard vagen 4”は労働者が住んでいたところ
で，外観は良く保存されているので将来はフランス様式
にして，赤色の外壁にして昔の通りに直す。
“Skargardvagen 8”外壁パネルは新しくなっている
が，これもファルン・ レッドに直した方がよい。この家
は， Farstavikの水際なので将来どの様にしたらよいか
検討の余地がある。
4. WARMDOGATAN 
①不動産 Osby 1:61 Osby 1:62 
②住所 Warmdogatan 1-7.2 
③歴史
建設年 1877～82 
建築家 MAGNUS ISAEUS 
ここは， 1873年に5棟建て，家の造り方は， 4, 8と
同様である。外観は， Grindstugatanに似ているが，こ
この方が大きい。建物の階高は， 1 すであり，入口は正
面切妻になっていて庭側に開口部がある。 外観は，ファ
ルン・レッドで塗装されている。
④ 現状
・平面
・地下室
－住居の数
の集合である。
1階とす
5番目のみ持っている。
1棟のアパートは， 3～4戸
－構造 木造
・改造する 1950年に内部，外部とも
少々締麗にした。 50年代に窓が変化し，枠も変え， ファ
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図5 Warmd勾atan 
サードのパネルも変えた。昔は，ガラスのベランダが角
にあったが，現在は浴室になっている。
住戸の面積は83～100平方米あり，その内訳は，昔は
小さいアパート， 2室と台所が付いているものが2戸，
上階にあった。現在は， 3香と 5番に原型が残っている。
上階には浴室は無い。セントラルヒーテイングが設備さ
れている。
⑤ 外部環境
外部環境には残すべきものはある。アスフアルトの並
木道の大木や庭は美しいプラントに固まれている。
VarmdogatanとGrindstugatanの聞に大きな庭があり，
建物は通りに面して各々建ててある。その中間の庭には，
薪を入れる囲いがあり美しく環境を整備している。
かつて医者が住んでいた住戸に，現在は神父様が住ん
でいる。
⑥ 歴史的・文化的評価
大変重要な場所で残す意味がある。外部環境と，
Grindstugatanの環境はこの地域の状態を判断する上で
重要である。この場所の住宅は，建設当時の形は失われ
ている。
⑦ 将来より良くする為の変更
82 
もし改造するとしたら，あまり変化させないようにす
る。一番大切なのは，道に面しているファサードを残す。
外観をもし変えるとしたら，窓 ・アスフアルトパネルの
意匠を元の通りにした方がよい。外壁塗装は，ファルン
レッドにする。断熱材を付ける。
増築するとしたら，伝統的な建方にし，大きさ，色，
材料など当初に準じるようにする。
ガレージを計画するとしたら，倉庫の場所に作る。
5 . HOJDGA TAN 
言~n
:J G G 
H凸j同hagen
Hus M 
し一一一-
図6 H6jdgatan 
① 不動産 Ostra Ekedal 1:47, l:48 
② 住所 Hojdgatan 1, 3. 5. 7. 9 .11 
③ 歴史
建設年 1903～1904 
1900年代に工場で働いている人のための住居であり，
イギリスの影響を受けた様式が導入されて，良質な住居
となった。標準的な住居である。
Hるjdgatanに3棟が2階建であり，各階に3戸及び6
戸のアパートである。1戸には， 2室と台所，又屋根裏
部屋は， 3分割してあり， 一室に台所が付いている。
最も大きい住戸は上階にあり，切妻側に階段がある。
昔は外壁は赤色で白色の飾りがついていた。
④ 現状
－平面 平面積下階 65～67平方米
上階 35～38平方米
－地下室 物置になっている0
・構造 木造
－改造する 1960年代に新しく建てた建物のフア
サードは黄色仕上げになっている。新しいパネルは外側
に付けたものであり当初の状態とは変わっている。窓枠
も変化した。
下階のアパートは，ガスの設備を持っている。上階の
一室のアパートには便所とキチネットがある。
⑤ 外部環境
庭には果物の木や植木棚があり，石の壁で区切られて
いる住居もある。西側には便所のための小屋があったが
現在はガレージに変更された。1950年頃，地下に貯蔵庫
などを計画した。
⑥歴史的・文化的評価
ファサードが変化しているが，保存する価値がある。
⑦ 将来より良くするための変更
上階のアパートは， 2戸を 1戸にして広くする。道側
の屋根はそのままにして，改造する時は当初の状態にす
ることを希望する。ファルン・レッドに塗装して，窓飾
りなどもイすける。
小屋（便所現ガレージ）も保存する。ガレージは住居
の周りに作らないで，できれば， 5香又は7番の後部の
山に近く駐車場を作りたい。
6 . SKEVIKSGA TAN 
① 不動産
② 住所
③ 歴史
Ostra Ekedal 1:43 
Skeviksgatan 1. 3. 5.7. 9. Z. 4. 6 
8-10,12 
建設年 1905～1907 
前項の続きの通路に沿って建設されていて，並木通り
の両側に 5戸づ、つ建っている。 Gustavsbergの工場で、働
いている人が住んでいる。
④ 現状
・平面 1す階
・地下室 無し
－改造する 5番の住居を改造した。下階はア
ノfー ト 2戸， 2室と台所で69平方米，上階は3戸で1室
と台所で35～38平方米である。また8番から10番はア
パートが9戸で各27～73平方米である。1945年に，建築
家OLOFTHUNSTROMが， 一棟をホテルに改造した。
1960年代に，他の部屋も建て替えた。内部は変わらな
いが，ファサードが変化している。外壁は板仕上げであ
りファルーンレッドの仕上げのものを，煉瓦に変えて角
に黄色い煉瓦を付けた。道に面している入口側も煉瓦に
変えた。家の西側以タもは当初のままになっている。
セントラルヒーティングになっている。
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p 
図7 Skeviksgatan 
⑤外部環境
ここの住戸は，一戸ずつ配置されている。並木通りに
プランタンがあり，玄関脇に果物の木があって豊かな環
境を作っている。道の東側に薪小屋がある。
⑤ 歴史的・文化的 評価
大変に変化していて，当初の計画とは異なっているが，
環境も含めると保存の価値がある。
⑦ 将来よ り良くするための変更
道路に面しているファサードは残したい。外部環境の
庭，並木が締麗なので現状のまま残したい。ガレージ又
は家と家の聞はそのまま保存。
7 . GRINDSTUGARDE 
①不動産 Ostra Ekedal 1:43 
② 住所 Grinds tu民rde
③歴史
建設年 1943～45 
建築家 OLOF THUNSTROM 
工場が発展したので，生活協同組合が住居を建設した。
ここは， 1戸づっ建てないで，連続建住居にした。建設
時の計画は，工場で働いている人々が自分の住居を持て
るようにした。生活協同組合が資金を出して，個人は国
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スウェ デーンの住宅政策及び住環境計画（I)
まちの中心部はゆるやかな丘がひろがり，子どもの遊び
場にもなる。
1901年建設の教会の塔が、シンボルになっている。
陶器工場や事務所が職場の中心部にあり，かつては船着
き場であった。
通りの入口には通り名とシンボルの鳥が描かれていて，
ゲームを楽しむ祖母と孫の姿がほほえましし、。 まちの構造がわかりやすい。
保存地域を囲むようにして新しい住居が計画され若い家 新しい住居も保存住居の様式を伝承しながら作られてい
族が定住している。 る。
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一保存地域の住居の現状ー
美しい道路と並木は環境保存の対象として大切にされ
る。
緑豊かな環境の中で長い間建ち続けた住居は美しし、。
屋根裏部屋を取り入れたマンサード屋根の形と“ソリ”
カず時イモを語る。
- 85 
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典型的な保存住居，窓枠の白色とファルンレッドの木造横羽
田壁が美しく調和している。暖炉の煙突が堂々としている。
保存地域の2階建住居
道路から玄関までの庭は，様々な花にみちびかれる。
1階のテラスと 2階のバルコニーをカバーした19C～20
C初頭の機能と美を意識した住居。
スウェーデンの住宅政策及び住環境計画（I)
木がある。レンガ作りの壁面は蔦で覆われていた。
建設当初の駐車場では不足して，家の近くに作った例
があるが，これは好ましくない。
⑥歴史的・文化的評定
比較的新しい建物ではあるが，保存の価値がある。
⑦ 将来より良くするための変更
集合住宅なので多分建て直すことはないであろう。増
築などは無理である。外側も現状のままで良い。地下に
小窓を付けることは良い。
駐車場は，山周りに造らないで，離れた場所に作る。
11.lbAtshamn 
一一一一一－－
～～J / B刷出品1ι一」；：
8 . V ARDSHUSET 
Grindstugarde 
から助成を受けるという，今までにないシステムであっ
た。しかし，住居が不足していて，アイデイアが出され
たにもかかわらず実現しなかった。
④現状
図8
Vardshuset 
不動産
住所
歴史
建設年
建築家 E. J. MAGNUSSONとJG. BLOMQUIST 
1828年には，食堂と酒屋があった。 1860～62年の新し
いところには，地下はビールの酒蔵庫を持つレストラン
があり，経営者が住んでいた。
下階には，クラブと小学校と厨房があり，上階には，
歯科医が入っていた。屋根裏部屋には，工場で働いてい
る人が住んでいた。
1900年代には，レストランはあった。 1937年に生活協
同組合が工場を買った時は，下階はカフェテリアであり，
2Fには歯科医が入っていた。
1960年代からは，区民が土地を所有し，国の福祉事務
所と，学校の管理室が使用していた。
④ 現状
1943年に は，生活協同組合が，建築家，
THUNSTROMに依頼して改築している。その時にファ
サードは当初の状態に直されている。外観の窓枠などの
OLOF 
Gustavsberg 2：・1
Ingavovagen/ Algatan 
1960～62 
図10
????
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平面図
－平面 2種類のアパート 1は，ー住戸は
2室と台所と食事室， 2は， 3室と台所であり，アパー
トはほとんど同じ平面で， 45平方米のものが35戸あり67
平方米は16戸である。
－地下室 外と内から入れるものが有る。
－改造する ほとんど変化していない。若干内部
外部の変化がみられる。玄関に屋根を付けたところもあ
る。
⑤外部環境
大通りは，アスフアルト仕上げで、車が通っている。建
物が接している通りは土であり緑が豊かにあり，果物の
図9
詳細については直していない。
⑤外部環境
山の上の景色の良いところにあり，海が良く見える場
所である。
⑥歴史的・文化的評価
外観は，良く保存されていて特徴がある。建物の外壁
は，淡色で磨かれた仕上げになっていて，石のファサー
ドでできている状態が残されているので保存する価値が
ある。
⑦将来より良くするための変更
向rsta:l~ft'" 
。
?
図1 Farsta 
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もし改築する時は，ファサードを締麗にし，人造石の
研ぎ出しにする。
9. FARSTA SLOTT(l) 
①不動産 Gustavsberg 1:7 
③歴史
建設年 1640～50 再建 1741～56 
GABRIEL GUST AFSSON OXENSTIERNAの別荘
であり “Farstahus”と名付けられている。
1648年に家と敷地を購入した。JohanWendelstamm 
Fαrstavi kどη
。
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スウェーデンの住宅政策及び住環境計画 （I)
が1651年に石で建築を作り煙突を作った。 1791年に放火
によって焼失してしまったが， JohanChristo任erが建て
直した。残ったところを修理して工場で作った煉瓦を
使って再建した。1845年にGustavs bergsの工場主が，
内部，外部ともに改装した。
1894～何年に，ストックホルムの建築家
A.LINDEGRENによって改造された。1886年には，城
の下にビール工場が建てられた。
④ 現状
城の土地の東側は， 1600年代のままである。東の車寄
せは当初の状態に直しである。窓は両聞きになっている。
下階と上階とがあり， 1700年代のクラシックスタイルで
ある。その後，屋根は切妻のマンサードにして，ニュー
バロックスタイルに1894～何年に変えた。
城と呼びはじめたのは， 1896年からであった。生活協
同組合が工場を1937年に作り，その後城は物置に使われ
ていた。家の管理は良くなく ，煉瓦などがつめ込まれて
いる窓があったり、荒れた状態であった。南側にガレー
ジなどが作られていた。
⑤ 外部環境
昔は美しかった庭も見るかげもなく，並木は手入れを
していなかった。昔は，バロック式の庭であり，英国風
の庭であった。城と湖の聞の並木は， 1811年のまま残っ
ている。英国式庭園は1700年代の終りに作った。1600年
代のバロック式の庭は部分的に残っているが，南の庭は，
植木屋が借りている。
⑥ 歴史的・文化的評価
Farstaは，歴史的，文化的，社会的にも価値があり重
要なものである。したがって残すようにするが，土地の
使い方を十分に考えねばならない。2つの建物を一緒に
考えることも出来る。
記念碑的な価値があるので，保存の方法を検討する。
⑦ 将来より良くするための変更
庭と城は記念碑なので，環境もふくめて保存するよう
に指導する。出来れば，新しい建物を建てても，領地内
では，集中させて，適応できるようにする。
10. FARSTAVIK但）
① 不動産
③ 歴史
建設年
Gustavsberg 1:7 
1800年代
f吏ったこともあった。
④ 現在
1875年に，台所のベランダと内側のバルコニーを作る。
1938～39年にはベランダ、を取って温室にする。
⑤ 外部環境
締麗な庭が，湖岸まで延びていて美しい環境を作って
いる。
⑥歴史的・文化的評価
F ARST A SLOTTと同様に考えて，保存する価値が
ある。
⑦ 将来より良くするための変更
外壁も変えない様にし，庭もそのままに保存する。
1. FARSTAUDDE 
① 不動産
③ 歴史
建設年
建築家
Gustavsberg 1:7 
1911年
FERDINAND BOBERG 
舘は，御主人が亡くなった， Mariaの為に，陶器工場
が贈ったものである。インテリアも建築家のBOBERG
がおこなった。1700年代の媛炉があるが，これは多分フア
ルスターの城から移したものである。舘は，イタリア式
の建物である。
④ 現在
外部は，変化していないが，1970年にインテリアは全
く変ってしまっている。建築としては残っている。
⑤ 外部環境
湖や自然の風景と一体になって美しい。
⑥ 歴史的・文化的評価
他の建物と同様に環境と共に残す価値がある。
⑦ 将来より良くするための変更
外部，内部とも現状を保存する。
以上ここに述べた地域は，現在も住み続けている人が
多く，高齢者家族が伝統的な住居と環境を守りながら生
活している。住居の出入口まわりに建設年が記入されて
いて一目で判断できるようになっている。
中でも， FARSTAの周辺は，かつては工場経営者の
住居群であったために，使用されない空白の時代があっ
た。特に注目したのは，この城であったが，予想しなかっ
た再生の現実を見て，建物の生かし方と，その発想の豊
再建 1875年 MAGNUSISAEUSによ かさに，目を見はった。そしてその再生がこの地を匙ら
り， 1800年の初めに作られたが， 1875年に建て直した。 せる原動力となったと受け止めることができた。
城の東側はすでにあったが， 1869年にW.Odelbergが， 次項に再生されたFARSTAについて述べることにす
娘のS.Godeniusの結婚に際し， Farstavikがお祝いに贈 る。
られた。1875年に建て直し別荘にしている。1913年には
北の方向に洗濯場と住居を作った。工場の社長室として
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W FARSTA SLOTTの再生
この近辺の開拓は， 1640年頃から始まった。そして
F ARST A SLOTTは1648年に建設され， 1791年に放火
によって焼失したがその後建て直し，幾度か増改築をお
こなっていたが，現在残っている建物は1894年にストッ
クホルムの建築家， A.LNDEGRENによって改造された
ものである。（前掲）
1982年の調査によると，“昔は美しかった庭も見るか
げもなく，並木は手入れをしていなかった。”とある。
筆者が1986年に訪れた時は，前述通りの荒れはてた状態
であった。
その後，調査結果の歴史的，文化的評価をふまえて，
記念碑的な価値があるので，環境もふくめて保存するよ
うに計画し検討した結果が，現在のような美しい姿と
なって再生したものであった。調査団の助言に応じて，新
しい建物を領地内に集中して作り環境に適応させている。
城は美しい木々に固まれ，海岸まで延びる並木道が，
緑が水に映えて自然の雰囲気を作り出し，庭にも手を入
れて，ネオバロックと建物と調和した，バロック式庭園
になっている。
そして城を中心にして，後部には，ごくひかえ目に，
平屋の高齢者のケア施設が作られている。
1 .再生シニアハウスの住居
城は，シニアハウスとして再生した。外観は出来るだ
け変化させないで，外壁の表面仕上げをおこなった。内
部は出来るだけ原型通りに古い雰囲気を残しているが部
分的に変更をおこなった。床はスタコッタ細工であり，
奥行のある窓で窓台が有効に使えるようになっている。
天井の高さは原型通りにする。タイル張りの北欧風媛炉
は修理して使用できるようにして，電気，暖房，給排水，
給湯設備，およびエレベーターなどの設備を充実させた。
①1階 玄関ホールに入ると二方向に空間が分かれて
いる。 一方は建設当時からの優雅な階段があり 2階に通
じる。もう一方は管理関係の部屋に通じる入口がある。
②2階 2部屋と簡易台所 71平方米
2部屋と簡易台所 69平方米
2部屋と台所 53平方米
2部屋と台所 69平方米
l部屋と台所 42平方米
③3階 2部屋と台所 69平方米
2部屋と台所 63平方米
1部屋と台所 50平方米
1部屋と台所 51平方米
3部屋と台所 94平方米
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以上各階が5住戸ずつで，計10住戸であるが，この住
戸は皆，部屋の計画が異なっている。その理由は，かつ
ての城の住空間を基にして壁の位置が変えられない場合
などは，原型を尊重して計画しである。図12参照。
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スウェ デーンの住宅政策及び住環境計画（I)
FARSTA SLOTT正面 シニアハウスの中庭
木が茂っていてうす暗かった。 中庭からFARSTASLOTTの背面をのぞむ。
一再生したFARSTASLOTTー
玄関ロビー いこいの場所 2階のA邸 すっかり新しい住居に生れ変る。寝室
2階に登ると住居になる。エレベーターも新設
シニアハウスとして再生し，高齢者 2階のB邸男性の一人住まい 3階のC邸女性の一人住まい
ケア施設との連結部分の渡り廊下が建築家なので内部は本人が計画して玄関の入口ホールに細やかな心づか
右手にみえる。 ソファー もガスパイフ。で、作ってしまった。 いが見られる。
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屋根裏部屋は，各住戸の物置になっている。
これらの住戸は，室内部の計画は，住人が自由に決め
られる。基本的な点は，床は木製仕上げ，天井はスタコッ
タ仕上げ，扉は古典的なデザイン，浴室はタイル張り，
設備は近代的な方法で完備されている。なお媛炉は希望
によって取り付けることができる。この建物の管理と，
居住者へのサービスは十分に行われている。
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2.高齢者のケア施設
城のシニアハウスと渡り廊下で連結しているケアハウ
スは，城の改造計画と同時に建設されたものであり，中
庭を囲んだ2棟の平屋建の施設である。
一棟が， 6居室で1グループにまとまっているもの2
グループと 8居室の 1グループの3グループにまとめら
れていて，各グループ聞の部屋は，共通に使用する食事，
図13 Farsta ケアハウス縮尺 1: 400 
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スウェーデンの住宅政策及び住環境計画（I)
娯楽，だんらん等のために用意されている。
原則として 1人で1部屋を使用して，浴室，洗面所，
便所が各部屋に付いている。1人1部屋はスウェーデン
では基本になっている。病院ではないが，医療施設付で
あり，基本的な生活は自立しているが，シニアハウスよ
り，手厚いケアを必要とする場合に利用する。
中庭は，開放的になっていて，ここの住人と近隣の方々
との交流の場になっていて，豊かな雰囲気を作っている。
この他に，此の地域の中には，年金生活者用の住宅など
もあり，各人の自立度によって住居を選ぶことができる。
V EDLA SOFIA ARVIDSSONの話し
最後に聞き取り調査に応じていただいた，概要を述べ
る。Edlalま， Gustavs bergで、長期にわたって働いていた
女性であって，現在は， Gustavsbergの歴史を著述して
いて，前述した次の著者である。
① 
1990出版
②“GUST A VSBERGS PORSLINSF ABRIK” 1997 
出版
これらの著書は，このまちの開発，発展の状況を知る
上で原点になるものである。
両者を， Gustavsbergの図書館で購入する機会があり，
幸運にも著者に直接話しをうかがうことが出来た。詳細
については， 2冊の本に記されているが， Edlaの生活
を通してこの地域の動きを聞くことができた。
Edla (83歳）は現在の住居に落着くまでの間， 3回
住み換えている。最初はペストハーゲンで，そこは工場
で労働者用に建設したところであった。2度目は， 一戸
建の住居で，庭が広かった為，庭の手入れに時間が取ら
れるので，現在住んでいるところと交換して住み続けて
いる。
この地域は，昔は全部， Gustavs bergの会社の社宅が
建てられていて，働いている人達と家族が住んで、いた。
今は会社が持っていた土地を分譲して民聞が所有して
いる。更に部分的に所有している人もいて，所有形態が
混乱している。
市が土地を買って，市が資金を出して建てた所もあるO
また個人が土地を買って自分で家を建てても良い地域も
ある。Edlaの場合のように，市が土地を所有していて，
市から土地を借りて自分の家を持っている例もある。
したがってこの地域にある住居は社宅ではなく，一般
の人々も住むようになって来た。昔は， Gustavsbergで、
の勤めが終って退職しでも住み続けることができたが，
現在は民間の所有になったので，工場勤務が終ったら，
ここの社宅には住むことが出来なくなった。その後は，
市が建設した公的なアパートに移住することになってい
る。
Gusta vs bergは，工場を中心にして発展した地域であ
り，同質性のおっとりとした雰囲気の社会で，その停滞
した状態に，最初の 5年間は住むに耐えられないという
経験をした。
Edlaは，ボーフェンデスという北の地方から来てい
たので，5年後に帰宅した。その時「故郷は私のいる所
ではないと感じて，やっぱりGustavs bergの方が良いと
思えるようになってから，この地にキ艮を張ってしまっ
た。」 ここには，連帯感があって一つの会社で皆が働い
ていて，仲間同士という，いわばアット・ホームな雰囲
気があった。
町全体が一つの社会になっていて，風通しが良すぎる
点もあったが，長い生活の中では様々な変化があったの
で，記録する価値があると思った。長く住んでいる人々
にとっては，日常的なことは特に改めて考えることもな
くなり，誰も自分達の生活を書かないので， Edlaが皆
の代弁をする仕事を引き受けた。
ここの住居の条件は，その当時の一般の公的な住居よ
り質が良かった様に思った。この辺は， l戸が，大体52
～56平方米で， 2室と食事室と台所という構成のアパー
トであった。例えば， STOCKHOLMの南の島の労働者
の住居に比べたら，基準より 10%位広く質も良かった。
働く者に条件の良い住居を支給することは，工場主の
考え方によるものであった。住み易い良い環境を作るこ
とは，良い労働者を確保できるという考え方があった。
他の職場に良い労働者を取られないようにという願いが
あったことと，良質の技術を持っている人々には，良い
環境の中で生活してもらわなければ，長く働いてもらえ
ないと思っていた。
時代の変化の中で， Gustavs bergだ、けが，長期にわたっ
て，世界的に陶器の分野で名声を得たのは，労働者の生
活全体にわたる整備を考慮したからであろう。良い手工
芸者を確保するためには，良い条件を与えなければなら
ない。特に住居の状況に関しては十分に配慮しなければ
ならないという考え方が大いに影響したと思える。
Gusta vs bergは，古い住居を修理しながら保存して来
た。この辺の建物は，歴史的・文化的な価値があるから，
できるだけ残そうという努力をしている。
古い建物は，工場の建物ではあるが，現在は生活協同
組合が所有していて，資金を出して保存している。また
株主になっている関係上， Gustavs bergの社員の社宅も
建設している。この他に博術館も管理している。
将来については，工場は多分現在のままで再建をしな
? ? 】? ?
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いであろう。ただ人口は増加する傾向にある。その理由 場の周りの社宅で，屋根裏部屋の単身用住居に住んでい
は，多島海という立地条件と， stockholmに近いことで た。
通勤圏になったためである。 絵付けの技術としては，昔は絵付けは手で描いていた
昔のGustavsbergの面影を残す，陶芸博物館は，その が，銅版に傷を付けてプリントのパターンを作り，また
まま残って，それを観光資源にして発展する方法を見出 シェイクスクリーンで塗り絵のような絵を制作して焼い
すと思える。博物館を保存する保存協会の会長は御子息 たものなどがあって， Gustavs bergの女性の技術は大変
が引き受けている。 有名で高く評価された。
1900年代の初めに大博覧会が行われた時は，ここの陶
器はあまり評判が良くなかった。その理由は，作品が芸
術的でないということであったが，その当時のスウェー
デン、デザイナーアソシエーションが，工場に作家を送
り，芸術的な作品を作るように行動を興した。その時の
一人がウイルヘルム・コーゲであった。彼は絵描きだ、っ
たので，陶器に絵を描いて商品を活性化したという歴史
がある。
将来的には，陶芸や手仕事の技術的なより良い方法を
持っているので，高等学校（芸術的な専攻を持つ）を移
すなど考えられるのではないかと思う。
今まで育てて来た，この町の伝統の陶芸を教えたり，
手仕事を教えたりする。環境が豊かなのでバリアフリー
のまち作りがしであるので，障害を持った人々も学べる
ような学校を地元に持って来たいと願っている。伝統を
生かして新しいものを取り入れるという方法で将来の街
の発展が考えられる。
昔は高齢者をケアする方法としては，この社宅で住み
続けて，工場が老人ホームを作って世話をしていた。工
場絡みで人生の全てにわたって面倒を見てくれた。企業
の中に医療施設もあり，保育園もあり，ということで，
安心して働くことができた。枢まで工場から贈られたと
いう，まさに終身雇用だ、った。給料はあまり良くなかっ
たが，社会福祉的な制度が良く整っていた。家賃も非常
に安く，全てが工場絡みでの生活だ、った。
この地域の中での居住場所については、職種によって
若干区別されていた。この時代は社長が全部決めていた
と思われる。例えば，職人が住む場所，部長クラスが住
むところ，高齢者が住むところなど，決定に従っていた。
女性の立場を考えて雇用していたか多少は問題があっ
た。女性の労働者は多かったが，女性は必要な時に補充
されていたので，不況になると女性が先に解雇されると
いう，つまり，労働力の調整役に使われていた。この時
代は，まだ男性一人の収入で生活できる時代であったか
ら。
しかし絵付けで一番優秀なのは女性であった。その人
たちは特殊なセンスを持っていた人が多かったので，工
VI おわりに
GUST A VSBERG市は，発展過程をたどると，企業の
力によって出来たまちと云えるが，現在はスウェーデン
の住宅政策の中で，よりよい居住環境を創る努力をして
いる。そして歴史的，文化的な価値があると認めた住居
と環境については，保存と再生計画を着実に進めている。
改増の現場では，建物の補強や設備の改善をおこない，
調度品や内装材料など詳細にわたって復元し，地道な作
業をおこなっていた。
復元したものは，文化財として保存するだけではなく，
その住居を使いつつ保存する方法を取っている。
今後は，関連文献の解読と現状調査をすることによっ
て，保存地区を中心に，変化をしつつある外郭地区の開
発の状況と，住み続けられた高齢者と若い世代の定住実
態と居住環境のあり方について考察を進めたい。
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Housing Policy and Living Environment Planning in Sweden 
-Turning the 19th Century Castle in Gustavsberg into a Home for the Elderlyー
Nobuko Ogawa Northern Region Research C巴nterfor Human Service Studies 
Abstract 
In this paper, the development and housing planning of the town of Gustavsberg in Sweden will be dis-
cussed, with a focus on senior housing. 
Gustavsberg is a town in Sweden with a population of 15000, well-known for its fine ceramics. The 
town has developed parallel to the expansion/ development of its central industry, the ceramics factory, 
and its population has fluctuated accordingly. Despite the varying housing demand, Gusta vs berg has made 
extensive efforts towards restoring its old buildings and has managed to preserve its original town environ-
ment. 
One central building in Gustavsberg is “Farsta Slott" (Farsta Castle), which was originally built in 1640 
～50 and rebuilt after a fire fifteen years later. The castle was inhabited until 1945. but was then left emp-
ty for forty years, after which it was renovated and turned into a home for the elderly. 
The development of the town of Gustavsberg will be discussed from the following viewpoints: 
Key words : History, The preservation of the original environm巴ntof Gusta vs berg, Future development of 
Gustavsberg and senior housing 
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